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そろばんの魅力、コラボ展示で発信
図書館応援スポンサー初のコラボレーション企画（8/1)図書館応援スポンサー初のコラボレーション企画（8/1)

図書館の取組を応援いただく「図書館応援スポンサー」制度が
始まっています。8月1日には、初のスポンサーとなった「全国珠
算教育連盟 名張地区」とのコラボレーション展示がスタート。そ
ろばんの入門書や歴史がわかる本などが展示されました。企画し
た谷本和代さんは「スポンサーになって少しでも図
書館を盛り上げられたら。この機会にそろばんのこ
とを広く知ってもらいたい」と話してくれました。

スポンサーには、図書館ホームページでの表示や
館内での広告の掲出、また、コラボレーション企画
の実施などの特典があります。

制度の
詳細・要項

浴衣でみんなで踊っちゃお！
八朔参宮 名張ゆかたでお参り～ Bon Odori Fes～（8/1)八朔参宮 名張ゆかたでお参り～ Bon Odori Fes～（8/1)

伊勢市の「八朔参宮 伊勢神宮外宮さんゆかたで千人お参り」と連
動して「八朔参宮 名張ゆかたでお参り～ Bon Odori Fes～」が開
催されました。主催は名張の魅力を発信し、地元の活性化につなげ
ようと活動する市民団体「なばり未来会」です。

宇
う る ふ し ね

流冨志禰神社では、子ども狂言や獅子舞の奉納、舞姫「ひめぼ
たる」が舞を披露。一方、市役所前市民広場では、ステージイベン
トやキッチンカーが並び、多くの人でにぎわいました。

夕方には、みんなで市民広場のやぐらを囲んで盆踊り！炭坑節や
名張音頭に加え、J-POP や人気の洋楽に盆踊りの伝統的な振りを
組み合わせて踊るなど、世代を超えて楽しむひとときとなりました。

へいっお待ち！ラーメンの完成だ！
「Nabaりnk（なばりんく）」で「Nabaりnk（なばりんく）」で

ラーメンの調理体験を開催（８/6・24)ラーメンの調理体験を開催（８/6・24)

８月6日・24日、「Nabaりnk」でラーメンの調理体験イ
ベントを開催し、2日間で約150人が参加しました。ラーメ
ンは、「株式会社一蘭」の「夏休み中の子どもの食育や食事を
支援したい」との思いから、企業版ふるさと納税として、市に
寄附されました。

参加者は、Nabaりnk 実行委員会の学生などのサポート
を受けながら、好きな具材をトッピングした思い思いのラーメ
ンを作り、みんなで楽しくいただきました。「Nabaりnk」では、
今後も子どもや若者が楽しく参加できるイベントを実施して
いきます。

公式アンバサダーにシャボン玉おじさん
名張市公式アンバサダー 第1号認定式（7/26)名張市公式アンバサダー 第1号認定式（7/26)

市の魅力を SNSなどで広く発信
していただく「名張市公式アンバサ
ダー」として、角田航太さん（三重
のシャボン玉おじさん）を第1号に
認定しました。

4年前から「シャボン玉で大人も
子どもも元気にしたい」という熱い思いを胸に、県内外で精力的
に活動している角田さん。認定式では、「市外から名張へ足を運
んでくれる人を増やしたい。自分自身が『人間観光地』のような
存在になれるよう頑張りたい」と抱負を語ってくれました。これ
からもたくさんのご縁をつないでいってくださいね！

市役所前の「憩いの森」を交流の場に
公民連携による「憩いの森」の活用などに関する協定式（7/31)公民連携による「憩いの森」の活用などに関する協定式（7/31)

市役所市民広場で年に3回、名張
の魅力を発信するイベント「ばりフェ
ス」を開催している実行委員会が、
公民連携事業として「憩いの森」の
維持管理と活用に取り組むことにな
りました。市は活動を支援します。

「ベンチを置いたり、地域のみんなで季節を感じる花を育てたり
して、新たに交流が生まれる場所にしたい」と代表の上髙原由佳さ
ん（右から2番目）。市民の皆さん手づくりのアイデアと行動力で、
憩いの森は、新たな一歩を踏み出しました。

認定式の後、花火大会に合わせたイベントで会場を沸かせ
た角田さん。市では、名張に愛着があり、Instagramで
5,000人以上のフォロワーがいる人などを「市公式
アンバサダー」として認定します。詳しくは市HPで
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観阿弥像のある「憩いの森」

効果的なプロモーションを

市は、総務省の制度を活用し、ウェブコンサルティング会社「（株）
コムイット」の小林浩

ひろゆき

潔さんを、「地域活性化起業人（副業型）」と
して、8月1日付で委嘱しました。移住者目線で名張の魅力を伝え
る動画や、シティプロモーションの取組で見出されてきた人の魅力
などを、市外に向けて、より効果的に発信していくことが目的です。

「SNSの広告運用とデータ分析でターゲットを見極めながら、よ
り効果的なプロモーションを目指していきたい」と語る小林さん。
小林さんには、これまで培ってきたデジタルマーケティングのノウハ
ウを生かした魅力発信戦略の立案、効果検証など、名張の魅力を
全国へ届けるため、強力にサポートいただきます。

地域活性化起業人として情報発信に精通した小林さんを委嘱（8/1)地域活性化起業人として情報発信に精通した小林さんを委嘱（8/1)

魅力発信ツールの1つ、市の PR 動画「旅
するように暮らすまち・名張」は市公式
YouTubeチャンネルでもご覧いただけます。 YouTube

https://www.city.nabari.lg.jp/s010/090/200/20260724140640.html
http://www.city.nabari.lg.jp/s010/090/200/20260727092525.html
https://www.nabari-library.jp/030/140/20260630095102.html

